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地球環境問題が、将来大きな問題になるとみなされ、

地球規模の問題であるとしづ認識に立ち世界各国の政府

がこの問題に取り組むようになってからすてオこ約 10年

が筋品しようとしている。この問題を解決するために「気

候変動に関する国際連合桝Eみ締り国際会議(し、わゆる

COP会議)Jが発足し、;副謝附策の解決を検討してい

る。報道などで取り上げられているとおり、各国とも地

球温媛化対策に関して精力的な活動を行っており、わが

国も、平成9年 12月に内閣に地蹴即刻包対策抱隼本部を

設置し、平成14年3月には地域即麦化対策描隼大綱を閣

議決定している。また、インターネット検索を行えば、

地球環境問題、特に地劇副麦化問題に関する情報は 100

件を裕に超える状況であるロこの 10年の聞に急速に表面

化しつつある地球温』妥化問題は、政府はもとより一般市

民にも寸づまに認識され、政治を含め、社会運動にまで発

展している。しかし、今から 10年以上も前lこ、この問題

の創換性を指摘し、かつ明快な解決方法を示している本

が出版されていた。

「太陽水素エネルギーがよく分かる本(却弱議後の砦)J

は、今から 10年以上も前の 1991年に出版されていた。

本書の著者で、あるジョン・ボグリスと T・ネジャット・

ヴェズイログルは本協会の名誉瀬間である太田時男氏と

ともに 1975年水素エネルギー国際学会を設立した実績

をもっ水素エネルギー研究の第一人者で、ある。また、デ

ビィ・スミスは全米水素学会事務局長を務めた水素エネ

ルギー研究者で、あるo 米国の第一線の研究者たちが執筆

したこの書籍は、水素エネルギーについての解説書であ

り、かっ啓蒙書で、ある。

本書の鮪数は、訳者の井東府ト氏が訳者序言に記して

いるが、専門知識を持っていない一般者向けに著した書

籍である口社会基盤としてのエネルギー・システムの変

遷とその問題点、環境への問題評価や人体への影響など

を科学的資料に基づき分かりゃすく解説し、従来の石油

燃料や核燃料から水素燃事トの転換を呼びかけていると

ころにある。構成は、 f20也紀までのエネノレギーjと f21

齢己からのエネルギーj という大きな 2つの章立てとな

っている。

第 I章である f20也紀までのエネルギーjでは、これ

まで石油燃料およひ核燃料をエネルギー源とした場合の

問題点について、科学的データを示しつつ平易に解説を

行っている。石油エネルギーの使用が C02を排出し起訴求

温』溺ヒの原因となっていることや人体に影響を及ぼすこ

とについて、また、原子力エネルギーについてはチェル

ノプイリの事故を例にとり、核燃料の安全性について解

説している。最後に提言という節を設け、現在使用され

ているエネルギーの問題点、についてまとめている。第E

章の f21也紀からのエネルギーjでは、本書の表題であ

る対易水素エネルギー・システムにっし、て、なぜ太陽と

水素の組み合わせが有効なシステムかを平易に、かつ明

快に解説している。このシステムが現実化したときの実

用上の問題点、あるいは自動車をはじめとした具体的な

ユ→ィリティーに応用した場合について留、的な話を交えて解

説しているところが興味深い。また、水素エネルギ一社

会を実現化するための方法を寸支市民に対して跡、掛け

ている部分もあり、読者を飽きさせない白太陽水素エネ

ルギー・システムを法制化することを読者に喚起してい

るところでは、米国社会の文イ凶側面をも{晶、知ること

ができる。

官頭に記したような世界各国が取り組んでいる地球環

境問題の提起に、本書がどの程度の影響を及ぼしたかは

分からな川しかし、一般市民に地駒田淵ヒ問題を喚起

させたことは想像に難くない。本書は、世界をリードす

る水素エネルギー研究者から 21也記の地球人サ首った

メッセージである。
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